
幼い子供を持つ身として一番気にかかるのは「健康」。産まれてまもなくは、とにかく丈夫に健やかに育ってくれることを第一に育児に専念
してきました。子供との生活が慣れてくる頃、次に考えるのは躾(しつけ)、教育です。幼児期は知能・社会性・情緒・体力など全ての面での
基礎が形成される大切な時期。バランスのとれた大人になってもらいたいという思いは誰しもがもっている願いです。
「こどもクラブ」は１９７１年に「母と子のお話サークル」として発足。『見る力・聞く力・考える力・対応する力』を養い、１クラス５名までの少人
数制で、子供の気持ちに向き合った細やかな指導が特徴的な教室です。乳幼児から小学６年生まで年齢にあわせたカリキュラムと豊富
な教材で、それぞれの分野の能力を満遍なく伸ばし、バランスのとれた発達が期待できます。３歳クラスから文字や数の学習を、ゆるやか
に、しかし一歩一歩着実に積み上げ、無理なく自然に学習の土台を作りあげる指導をしてくれます。
群大付属幼稚園・小学校のお受験をお考えの親御さんは是非ご相談下さい。昨今の入試は行動観察が重視されていて、ペーパー対策だ
けの詰め込み学習では良い結果は期待できないのだそうです。理解力・表現力・協調性・想像力があり、生活習慣もきちんとできることが
重要とされる時代。お友達との集団遊びの中で経験を通じ、これから必要な社会性やマナーを身に付けることが必要となってきます。
何より、親子ともども楽しく健康的に成長できるのが嬉しいですね。
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